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Klub Japanの皆さん、暑中お見舞い申し上げます。  

先週までは異常なくらいの激暑で、これがデンマークの初夏？これなら日本の気候とほとんど変らないではないか

と、3週間前に日本旅行から帰ってきた私は、時差ぼけと、旅行中に痛めた腰と、暑い、暑いを繰り返しながら何

とかこの暑さを耐えようと、ただもう、予定の仕事をこなしていくだけで、あとは家の中で日の暮れるのを待っている 

始末。今週になって、気温が下がり、ようやくほっと一息、脳細胞も平常どおりに、活動を開始したようです。 

6月は水無月と書き, みなつきと読みます。この水無月について何か面白い話をと、探していると、『おほかたの 

日影にいとふ みなつきの 空さえをしき とこなつの花』 という和泉式部の和歌とめぐり合い、そこに出てくる 「とこ

なつの花」 について 調べて見ようと思いつきました。以下は調べたことを      

そのまま載せました。 

 

花の歳時記には、古くは「常夏(とこなつ)」と呼ばれた可憐な花 「なでし

こ」 について書かれてありました。 

「形見草（かたみぐさ）」「日暮草（ひぐれぐさ）」「懐草（なつかしぐ

さ）」  などの雅名でも呼ばれるなでしこ。古くは 「常夏（とこなつ）」 とも

いう名でも親しまれていました。 

「常夏（とこなつ）」 とは、一年中夏のような気候であることを表す言葉。なぜその名で呼ばれたというと、夏から

秋まで長く咲いていたことからだと言われています。平安時代ごろに中国から渡来した「からなでしこ（唐撫子）」

もまた、四季咲きの性格を持つことからともに「常夏」と呼ばれました。 

『源氏物語』にも26帖「常夏」があり、庭に日本のなでしこと中国のからなでしこ、２つの国の「常夏」が彩りよく植

えられていた様子が綴られています。 

中国からの渡来種「唐撫子（からなでしこ）」が入り広まったため、日本古来の在来種を区別するために付けら

れた名が、「大和撫子（やまとなでしこ）」です。枕草子にも「草の花は撫子、唐のはさらなり、大和のもいとめで

たし」と記され、宮中では両方の美を愛でていたよう。 

ごあいさつ 
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唐のなでしこは、「石竹」とも呼ばれ、日本のものより花弁がやや丸っこく、色も華やかで、どちらかと言えば可愛らし

さが際立つタイプでしょうか。かたや「大和撫子」は、控えめで清楚な佇まい。いかにも日本的な風情を漂わせてい

ます。 「大和撫子（やまとなでしこ）」は、日本女性を象徴する言葉としてみなさんもご存じだと思います。例えば

そのイメージとして、どんな女性を思い浮かべますか？ 

品の良さがあり、おしとやかな中にも芯がある女性の姿を思い浮かべる方も多いかもしれません。 

女子サッカー日本代表のチームの愛称も「なでしこジャパン」。（同じナデシコ科でも、背丈も花弁の多さも、より

華やかなカーネーションが外国人選手だとすれば……）、凛と己を律しながら、粘り強く世界に挑戦し続ける彼女

たちの姿に、たおやかに野山に咲く花の姿が重なります。  

やまとなでしこ……。辞書を引けば、日本女性の清らかさ、美しさをたたえて言う言葉とあります。けれどもこの名の

奥には、外見だけに止まらない心の美を求める、女性のしなやかな生き方が表されているような気がしてなりませ

ん。楚々と咲く和の国の花に倣って、暑い日々の中でも相対する人に思いやりと涼をもたらすように、爽やかにほほ

えんでみましょうか。 

我が家の庭にも、2種類のなでしこが咲いています。唐なでしこと大和なでしこではありませんが。 

 

どちらも丈が低くて、花も小さくて、 切花には出来ませんが、確かに長い時期、花を咲かせてくれるのは事実で、と

ても可憐な花だと思います。 

さて初夏をさわやかに過ごそうと、落ち着いた気持ちで庭の池の写真を撮りました。 ちょうど今紫色のアヤメが池の

ふちに咲いています。とっても風情があっていいなあと思って、これも撮りました。皆さんにもお届けします。  

 

2016年 ６月   知恵子ピーターセン  
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５月２９日（日）には、Klub Japan の総会が開かれ、多くの方に参加いただきました。以下は、この総会の場で

読み上げられました 2015年の年次報告です。Klub Japan の一年間の活動や成果を まとめて読むことが出来るも

のですので、ここに記載させていただきます。 

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・  理事会より年次報告 （文、報告：ピーターセン知恵子） ・・・・・・・・・・・・・ 

1. まず2015年5月30日土曜日に、Valby Kulturhus において総会を開きました。 

新しい理事役員として、新しく明子エルケアさんを理事会に迎えました。                  

総会後 新役員が加わって、理事会構成の会議を開き、引き続き、2015年度第3回目の理事会を開きました。各役員の

自己紹介、Klub Japanの運営業務について簡単な説明をし、新しい企画の考案、市及び団体への援助金申請、秋の交

流の集いへのアイディア、テーマについての話し合いを行いました。 

2. 交流の集いを始めとするKlub Japanの活動をより幅広く行える為には、Klub Japanの運営資金の安定が前提なので、市

からの援助金のほかに、2015年は Ensomme Gamles Værn（以後EGVと省略）に、申請書を作成、提出しました。

通常の3ヶ月の審査期間の後、9月中旬にEGV理事会よりKlub Japaｎに7000krの援助金を出してくれるという、嬉しい

メールが届きました。EGVからの援助金は、2015年秋より、 それまで経済的な理由で思うように支援出来得なかった方面

の団体の活動に、使用するべく話し合いました。例えば2015年10月の試験的に行った最初のさんぽ会のお茶代、春の交

流の集いでは送迎援助に援助、今年の6月には訪問援助ボランティア会員のためにSupervisionをその道の専門家を招待

して行い、その費用にも援助します。 

3. 6月下旬から8月始めまで、Klub Japanでは、理事会及び訪問ボランティア共に、夏休みを取り、団体の業務は最小限に

とどめています。里帰り、子供の夏休み、仕事場から離れて、エネルギーを補充するなど大切な夏の休暇であることを考慮して

います。訪問援助の頻度は、訪問と訪問の期間を通常より長くし、3週間以上留守の場合には他のボランティアの方に代わ

りに訪問してもらったりして、なるべくボランティア会員の方にまとまった夏休みが取れるようにしています。 

4. 9月６日、第４回目の理事会を開きました。この日の会議では、Klub Japanのチラシの配布の効果について話し合いまし

た。さくら祭りで手渡しで配布した場合のほうが効果がある、レストランなどに置いてもらっても、今まであまり効果がなかった、 

知人を通じて広めてもらうのも効果がある、口伝えで広がるほうが結果が出る、などの報告がありました。理事会では今後レ

ストランに置くチラシは取りやめる方向に向いています。 続いて交流の集いの準備について話し合い、仕事の分担、、歌の選

曲、第２部のマインドフルネスについて、デンマーク語ということで、デンマーク人の参加も可能など話し合いました。 訪問ボラ

ンティアからの報告、ストックホルムシルバー会からの依頼で行った認知症サポター講座の報告がありました。２８名の参加者

で、午前中には『高齢者の栄養について』、午後から、『サポーター講座』を行いました。DeJak友の会のドイツ担当者からは

シルバー会に認知症講座に使う資料をが届き、Klub Japan のほうではシルバー会の規模、活動内容、知識を得る良い機

会となりました。 

Klub Japanのホームページ（www.klubjapan.dk)、 Facebook（Klub Japan）, さんぽ会の企画、 ボランティア

を確保する為のどうしたらよいか、ボランティアの交通費について、老人ホームとのコンタクトについて、そして高齢者はKlub 

Japan に何を求めているかなどについて話し合いました。 
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現在訪問援助を受けている方は４名いまして、訪問援助をしてくださっているボランティアが8名います。皆さん職業を持ってい

る方がほとんどで、自由な時間のうちから可能な時間を見つけて訪問活動をしてくださっています。中には今までより仕事が増

えて、これまでのように頻繁に訪問を出来なくなった、又ほとんど出来なくなった方もいて、新しいボランティアを常に募集してい

ます。需要と供給にバランスがほぼ保たれているというのが現状です。この点はこれからも理事会が常に考えていかなければな

らない重要な点です。この日は午前１０時からは始まって午後の１５時まで５時間という長い時間を掛けてKlub Japan

の運営、活動について話し合いました。 

5. １０月４日に 第４回交流の集いを開きました。参加者は会員から17名、ゲストと講師で12名、合計28名でした。日本

人以外にもデンマーク人も参加、スゥエーデンからの参加者もありました。第1部のテーマは日本の歌を歌いましょう。もう皆さ

んにおなじみになった大石さんのギター伴奏で、日本の歌を歌うこと、そして歌唱力のある担当の方達の美しい歌声で、我々

全員が聞きほれるという経験もいたしました。 

第2部はGeske Glahnさんを招待してマインドフルネスの紹介をしました。デンマーク語から日本語への通訳もほぼうまくいっ

て、マインドフルネスについて簡単に皆さんに知ってもらえました。皆さんからの質問も沢山あって、興味深い一日でもありまし

た。第3部は午後のお茶の時間。いつものように和気藹々と楽しく会話を楽しんでいただけました。 

6. 10月4日 交流の集いの後、引き続き第5回理事会を開きました。交流の集いの反省会と次回の活動、忘年会の準備に

ついて話し合いました。 援助金の使い方について、さんぽ会に何らかの形の援助を考える、交流の集いをより盛りげる為のア

イディア、ボランティアの交通費、送迎援助の確保をどうするか、などを話し合いました。 

7. 11月25日土曜日にダミンダラで 定例の忘年会を開き、おしゃべりもにぎやかに、美味しい日本食で皆さんと一緒に一年の

締めくくりを過ごしました。今年で４回目の忘年会でした。月日のたつのは早いものだと痛感しています。2016年も皆さんと

一緒に忘年会を開く予定です。 場所は新しいところを物色中です。何かよい提案がありましたら理事会までご連絡下さい。 

8. 忘年会の後、15時半から18時まで理事会を開きました。忘年会の反省会を兼ねて行いました。送迎援助の問題がまだ解

決しておらず、送迎援助を確保する為にはタクシーを利用するしか方法はないという結論。現在はボランティアによる自家用

車での送迎で、送迎援助を受ける方からその距離によって一キロ毎に3krを払っていただいています。今後はタクシーを利用し

て、個人負担を少し値上げして、Klub Japan から差額を負担する形をとることを理事会で話し合い、賛成を得ました。10

月22日に行われたさんぽ会からの報告がありました。参加者は6名で、非常に好評だったので、これからも続けていくことにな

りました。写真その他さんぽ会の報告は、ホームページに載せてあります。、新しく松本さんがボランティア訪問に参加して下さ

いました。又Klub Japan ではボランティアの方たちがより楽しく訪問活動が出来るように、ボランティアのための懇親会を 渡

辺さんに担当していただいて、11月20日に開きました。この懇親会は3ヶ月に1回くらいのベースで開いていき、ボランティアの

人たちがお互いに思っていることを何でも話し合って、グループとして、お互いを支えあっていく形になることとを目標にしていま

す。理事会の話し合いでは交流の集いに楽しいゲームを加える案さがありました。次回、2016年3月の交流の集いではこれ

を実行する予定です。又EGVから役員を招待して団体の活動の内容について話を聞くことにしました。会員の皆様の中に交

流の集いに取り上げて欲しいという意見がありましたらいつでも理事会まで申し出て下さい。 この日の会議では、今後ボラン

ティアが交通費を援助をしたいため、各ボランティアの交通費の現状について調べることに決まりました。  又、Klub Japan 

の3年計画についても話し合いました。 ある部分は計画通り進み、ある部分は活動の始まりに時間がかかり、繰り越すことに

なりそうな面もあり、見直しが必要なこともあります。 例えば老人ホームに関連した話し合いでは、 広報にもっと力を入れる

べきか、 各老人ホームにKlub Japanという 団体が存在していることをもう一度知らせるべきか、 団体の最終的な希望、 

目的は老人ホームに日本人が入居したら、連絡が来る、そして望まれた場合には、ボランティアが訪問できるという明確な 
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目的を知ってもらうことがまず必要ではないかなどを話し合いました。 

9. 2016年1月30日に新年会を開きました、場所はレストラン広東、参加者は12名で新しく会員になった人も参加して、自己

紹介を兼ねて名前と自分のことを少し話して、空気がほぐれたところで美味しい中華料理をいただきながら、会話も楽しく弾ん

で、とても和気藹々の中に新年会は終わりました。  

10. 新年会の後、理事会を開き、時間節約の為会場は駅近くの喫茶室で、1時間半ほど話し合いました。2016年度から、送

迎ボランティアは タクシーを利用することに全員一致で決定。利用できる人は車でなければ外出が難しい人に限り利用でき

ると明確にしました。又利用者には今までより少し個人負担を多くしてもらうことにしました。 1キロメートルに尽き4krにしまし

た。 新しく入会した会員でボランティア希望の方に、活躍の場を作ることについて話し合い、報告としては杉下さんからの紹

介で入った新会員が訪問ボランティア希望で、手続きを踏んだ上で、活躍を開始してもらえること、ボランティアの交通費につ

いて調べた結果、現在交通費を使っている方は少なく、又受け取らないと返事をしたボランティアもいて、今回は訪問ボラン

ティアの交通費は見送りとなりました。代わりに役員から会長の交通費の援助の話が出ました。この件については次回に話し

合いを持ちすことにしました。次回の交流の集いの場では、参加者からどのようなテーマを期待しているかを聞くということになり

ました。又ゲームその他を明子さんに担当していただくことになりました。又会場が分かりにくかった経験から、次回からは、会場

案内の張り紙をしようということになりました。又参加者には名札をお渡しすることになり、今後は明子さんにその役目をしてい

ただくことになりました。 

11. 3月6日、交流の集いの前に、理事会を開きました。今回はボランティアの訪問援助の方に新しい人たちが数人加わったこと

もあり、又これまでわりと自由時間があった理事の中には最近仕事量が増えて、その分これまでこなしてきたKlub Japanの

ボランティアの仕事を少し減らしていくことも必要となり、そうした面からの変化について話しあいを行いました。訪問援助を

行っているボランティアの為に、マインドフルネスの講習に来てくれたGeske Glahn さんにお願いして、6月に一度、訪問援

助に関連した話し合いの場を持つことにしました。デンマーク語で言えばいわゆる、Supervisionの話し合いです。ボランティ

ア訪問は精神的な面でエネルギーを使うことが多いので、その方面のサポートも大切です。そうした出費にはEGVからの援

助金が有意義に使えます。又前回からの引き続きで、会長の交通費については、この会議で全員一致で、これから援助す

る事に決まりました。最後に、Klub Japan をどのような形で広報していくかについて話し合いましたが、時間切れで、この後

交流の集いの準備を行う時間となり、広報の問題については今後さらに話し合って行きます。 

12. 3月6日 第5回交流の集いを開きました。参加者は21名でした。歌の部の大石さんは欠席でしたが、沢山の時間を使っ

てギター伴奏を前もって動画で録音して下さって、歌の歌詞を映し出す画面用のPCとギター伴奏用のPCと2台のPC を

使って、とても大石さんが欠席とは思えないくらいに上出来のギター伴奏を用意して下さって、私達は楽しく日本の歌を歌い

ました。この3月より鈴木理子さんが新しく交流の集い運営委員会にも入って、現在、渡部林太郎さんと大石さんと3人が

頑張って下さっています。新たに楽しいジェスチャーゲームを導入しました。とても良かったです。明子さんのグッドアイディアでし

た。これからも何か楽しい遊びを加えて、リラックスできる交流の集いにしたいと考えています。第3部には Ensomme 

Gamles Værn から クリスティーナ スウエーナーが交流の集いに訪問、孤独と老齢社会のコミュニティについて、沢山の

有意義な話をしてくれました。人と人との温かい心の通じたつながりが、老齢社会において、どれほど深い意味を持ち、生きる

力につながる大切さを知ることが出来ました。最後は定例のお茶の時間、お互いに顔見知りとなってきた参加者同士のお

しゃべりはますます和やかな雰囲気に盛り上げてくれたようで、 笑顔溢れていました。クリスティーナとイエさんのお二人も、参

加者のとても楽しそうな雰囲気に感動されていました。 

13. 現在訪問援助を受けている方は４名、ボランティアで訪問活動に参加している方は担当者、代替、臨時にお手伝いなどを 
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含めて、8名です。訪問援助、電話コンタクト、送迎援助、などが主な仕事ですが、皆さんに感謝されています。これからも 

需要と供給がバランスを保って、訪問ボランティアの方たちが、楽しく続けられるよう、理事会では願っています。 

13. 2015年は 7000krという大きな援助金をEnsomme Gamles Værn からいただいて、これまで思うように叶わなかった

送迎援助を100パーセント確保できることになりました。そしてこの援助金は、交流の集いに関連していれば、いろいろな方

面に使えるという形の援助金なので、これからも理事会では良く話し合って、意義のある援助金の使用を考えていきたいと

思います。 

14. 2015年の活動の成果、会員からのお褒めの言葉、会員数も現在50名となり、順調に伸びています。コペンハーゲン市か

らの援助金、会員からの会費、経済的にはバランスを保ちながら、団体の資金は少しづつ増えており、理事会としては、大

変満足できる一年間でした。これもひとえに会員となってKlub Japan を支援して下さっている会員の皆様と、訪問援助で

頑張って下さっているボランティア会員の皆様、そして団体の運営と活動のために時間割いてお手伝いをしてくださっている理

事会役員、運営委員会役員の皆様の大きな尽力のおかげです。有難うございます。 

15. 最後になりましたが、これからもKlub Japan がデンマークに住む日本人高齢者のために、活動が出来るように、会員となっ

てご協力をお願いします。私達は、いずれは皆んな年を取って、高齢者となります。だから今私達がここで出来ることをして、

日本人高齢者の老後が少しでも楽しく、意義あるものになるように、そしてこれからもKlub Japan は 少しづつその援助の

幅を広げ、最終目的の、デンマークの老人ホームの日本人コーナーが出来上がるように、一歩一歩頑張っていく所存です。 

以上 
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昨年２０１５年暮れより、3人もの会員が、新しくボランティアとして活動を開始しています。この三名の女性は偶然

歳がほとんど同じ。しかし個性は様々で、当会でボランティアを始められた動機もそれぞれです。皆さんに、Klub Japan

のボランティアを始めたきっかけや生活の変化などについて書いていただきました。 
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新ボランティア会員より メッセージ ！ 

 

 いつの間にか 

                                  鈴木理子 

 この頃、なんだか楽しい。 

 歌が歌える。ギターの生演奏が聴ける。新たな人々との出会いがある。 

 こんな贅沢を享受してもいいのだろうか。 

 デンマークに来て今年で11年。ここでの日々は思いのほか難しく、なかなか気持ちを上向かせるのは大変だ。

小さなことで一喜一憂、やっぱりここに来るべきじゃなかったのかな、あの時日本に帰ればよかったのかななどと、

今更どうしようもない過去の決断が頭の中をぐるぐる巡る。 

 ところが、去年の交流の集いのおかげで、なにやら私の生活に変化が起きた。 

 2015年3月、開始2時間前に集いに参加できることになった。それまでクラブジャパンの存在は友人達から聞

いてはいたが、週末の外出が難しく、関わることもないだろうと思っていた。 

 会場に入り、知らない日本人の多さ、しかも高齢と言っていいのか、とにかく自分より年上の方がこんなにい

らっしゃるということに驚いた。 

 歌の解説を聞き、ギターの演奏に合わせて歌う。なんという幸せだろう。 

 中学時代は合唱少女だった。上級生の勧誘スピーチに心惹かれてコーラス部に。卒業後は、その中学時

代の先生主宰の合唱団に入団。高校はつまらなくてやめたいと言って両親を困らせたが、歌の練習には毎週

楽しく通っていた。でも大学時代は山歩きとスキーに時間を費やし、合唱は置き去り。卒業後は韓国に足掛

け5年。仕事と勉強で手一杯で、時々歌が恋しくなるも、機会もなく諦めていた。 

 ところが今、ギターの音色を聴き、声を合わせて歌っている。歌の仲間に誘っていただいたことから、あれよあ

れよとずぶずぶこの団体に入り込んでいる。 

 こんな幸せがあるなら、もう少しこの国で頑張ってみよう。そんな肯定的な気持ちにしてくれる皆さん、どうもあ

りがとうございます。 

 

クラブジャパン入会の動機！  

松本 るい 

 クラブジャパンの会報を読んでいる皆様、もう何度かお会いした方もいるかもしれませんが、改めて、初めまし

て。松本るいです。出身は大阪の、２００６年に政令指定都市になった堺市です。ちなみに政令指定都市



 

クラブジャパンに入会して 

茂木 元子 

今年の２月からクラブジャパンに参加させて頂いております茂木と申します。デンマークにはまだやっと２年に届

こうかというくらいしか住んでおりませんが、デンマーク人と結婚しAmager暮らしを楽しんでいます。 

クラブジャパンを知ったきっかけは、専業主婦の毎日だった時、（デンマーク語の学校には通っていましたが）何

か私も始めなければと思っていて、色々なボランティア活動をしている団体を探していました。その時にふと、どこ

の国でもその土地に住む日本人のサイトとかあるだろうなあ、と思い調べたところ、このクラブジャパンに出会いま

した。早速電話させて頂き、ボランティアに参加したい旨伝えたところ、まだ私のデンマーク語が不十分で幾分

不安材料はあるものの、やらせて頂ける事になり、私も少しデンマーク社会に進出出来るかも、と嬉しくなりまし

た。（まだまだ先は長いですが。） 

今では週に１度、ボランティア訪問させて頂いている方のお宅に伺い、色々なお話を通してデンマークの事やそ

の他もろもろの事、お勉強させて頂いています。 

それから、ボランティア活動をしている人たちの勉強会や集会に参加させて頂き、デンマークにも結構日本人が

住んでいるのだな（最初の年は日本人とは全く会わなかったので）、とわかり心強く思ったり、ボランティアをす

る上での悩み等を話せる場を作って頂き、有意義な時間を持てる事、大変嬉しく思っています。ありがとうござ

います。これからもどうぞ宜しくお願い致します。  
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ちなみに政令指定都市とは人口が５０万人以上、そしてコペンハーゲンの人口は約５２万人とあります。関

係は あまりないですが。 

 ちょうど去年の秋ごろのことです。その時期私は歯科技工士の資格を取得したばかりで、就職活動のために履

歴書を試行錯誤しつつ作成中でした。私の友人の一人に、１年のうちに何度も転職していた人物がおりまし

て、私は、彼女がこうも次々と新しい職を確保できるのは、何か特殊な秘密が彼女の履歴書に隠されてるので

はないかと思って、彼女の履歴書を見せてもらったんです。デンマークでは普通、履歴書というのは採用する側の

人たちが読み飛ばさないように、だらだらと書くのではなく、さっぱり簡潔に、自信を込めて書くものらしい、と私はイ

ンターネットで得た思い込みがありました。それに反して彼女の履歴書はものすごく長くて、私はちょっと長文のデ

ンマーク語を読むのが苦手なので、見せてもらったくせに結構簡単に読み飛ばしたんです。でもそこにボランティア

活動についての項目が。私は、これだ！私の履歴書には、これが欠けていたんや！となぜか直感したんです。 

 それだけが理由ではないんですが、最近のというか、私の場合就職活動というのはかなりインターネット中心な

んです。だから偶然にインターネットを徘徊しているときにクラブジャパンのことを知り、デンマークで自分もいつかは

老いていく、その時に誰かが日本語でサポートしてくれたら心強いな、というのがふと頭に浮かんだんです。誰かに

してもらいたいこと は自分で先ずする。それがまぁ、私のクラブジャパン入会の動機ですね。もちろん履歴書にも

記入しましたが。  



 

昨秋から始動した Klub Japan の新活動「さんぽ会」は、もうご存知でしょうか。 この「さんぽ会」とは一体どんな会 

なのか、その楽しみ方や今後の予定等の紹介を させていただきます。               （文・ 高橋ゆり子） 

１．始まりの経緯、企画のポイント  

「健康」には運動がとても大事な要素です。クラブジャパンの会員の方々からもかねてから、簡単な運動の手段として、

手軽な交流の場として、散歩を一緒にしたいという要望は多くありました。昨年夏にスックホルムのシルバー会を訪ねた

際、会の活動の中でも毎回最も参加者が多いと言われる散歩会を紹介していただき、実際コースも体験して、『デン

マークでもやるぞ！』と決意しました。 

企画した時に注意したのは、なんといっても歩いて楽しい、発見や驚きがあるコースをデザインする、という事です。自然

や建築物など、目を楽しませたり新しく体験出来たりする場所を入れると、散歩道は少しも平坦でなくなりますし、皆さ

んにわざわざお集まりいただく価値も増します。また、安全で、ある程度歩きやすい道であること、休憩がとれる場所があ

ること、公共の交通機関の近くで集合・解散できることなども考えます。 

第一回の散歩会、２０１５年秋の回は、パイロット企画という事で６５歳以上の有志の方から意見や要望を聞いて

からコースや時間帯を設定し、実施後は参加し て下さった方々の感想を集めて、今年度の散歩会の企画に生かすと

いう手法を取りました。  
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Klub Japan の さんぽ会 とは？ 

クリスチャンズハウンの水辺を歩く。 第一回さんぽ会より 

旧農大の美しい庭園にて。 第二回さんぽ会より 

２．第一回から第三回まで 

前出第一回の散歩会は、２０１５年１０

月下旬に行われ、コースはクリスチャンズハウン

の南岸、ウォーターフロントを歩くもので、建築を

鑑賞し、話題の屋台料理が集まったレストラン

で休憩したり、水上バスに乗ったりと、テーマが

盛りだくさんのコースでした。 

第二回は２０１６年４月下旬で、ノアブロか

らフレデリクスベアの住宅の中の公園や小道を

伝い歩くもの。コペンハーゲン市街地の裏の生

活感のある地域に入り込み、公園や遊歩道の

デザインを見、最後のLandbohøjskolen 庭

園では日本の桜を発見したり、温室カフェで

ゆっくりと楽しい時を過ごしました。  

第三回は５月の計画を延期し、６月下旬に

敢行しました。初夏の気持ちいい午後、 



 

クリスチャンズハウンの運河に架けら

れた橋、イスランズ・ブリュッゲの新し

い水路に架かった橋、アマーフィー

ルドの小橋、そしてアマーから

Fisketorv に裏からアプローチする

長い橋などと、計１０本の橋を渡

りながら歩きました。 

参加者は毎回５人から８人くら

い。比較的長いコース（平均6ｋ

ｍほど）でも、ゆっくり話しながら立

ち止まりながら歩きますので、いま

のところ毎回全員、完歩されていま

す。コース終盤にはいつも、『お疲

れ様でした』の意味もこめて、カフェ

での休憩があり、これもまた楽しみ

の一つです。参加者の方々には毎

回、『とても楽しかった』、『新しいコ

ペンハーゲンが発見できた』等のお

褒めのお言葉をいただいています。  
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                  会員：高橋 和子 さん 
 
”１０月末近くの曇ってはいるが穏やかな天候の午後、拙宅の
我儘  な老猫を家に呼び込むのに時間がかかってしまい、集
合時刻に間に 合わないであろう状況となってしまいました
が、事前にお送り頂いた非常に判りやすい散歩マップのおかげ
で途中から皆さんに追いつくことができました。退職後は街中
へ出るのが億劫になってしまっていて、Cirkelbroenも
Papirøenも全く知らなく、コース案内を拝見してとても楽しみ
にしていたので、皆さんにCirkelbroenで追いつけて嬉しかっ
たです。Papirøenのストリートフード屋台連は一歩足を踏み 
入れるとエネルギーに溢れていて、別の国に行ったようで、そ
の    国際色豊かな屋台の数々に圧倒されてしまい、何を食べ
ようかと一瞬途方に暮れてしまいました。Holmen地区も見所が
沢山あり立ち止まってしまうことが多く、立ち寄った書店では
お土産としてブックマークを 購入、予定所要時間をかなり
オーバーして時間を過ごしてしまいました。この後はオペラ座
の前から水上バスに乗り、対岸のMærsk本社 側で下船、
Østerport駅まで歩き、そこで解散となりました。見所が多く
て、ダラダラ歩きになってしまうことも多く、予定  より時間
がかかってしまい、散歩会リーダーの高橋ゆり子さんは気 が
気ではなかっただろうと思います。脳細胞が活性され非常に楽
しいひと時を過ごさせていただきました。有り難うございまし
た”                      

第一回ホルメン地区さんぽ会 参加者のひとこと 

３．第四回と、その後 

第四回は、夏休みも終わるころ、、の８月の第一週の週末に予定させていただいています。 

             

 

 

 

 

夏ならではの気持ちよーい森と湖の空気を吸いながらの散歩、楽しそうです。みなさま奮ってご参加ください！更に次回

より、去る５月に新理事に選出された野田皐月さんもさんぽ会企画に参加していただけることになりました（８月の

コースは野田さんの地元を巡るコースです！！）。今後はもっと安定してきちんとした運営になること請け合いです。 

ところで、Klub Japan がデンマークの社会奉仕団体/基金 Ensomme Gamles Værn(EGV) から助成金を受け

ることが出来たことは、年次報告（p３参照）でもお知らせしていますが、このお金は、中でもさんぽ会を助成すること

に多くあてられているのです。さんぽ会に参加すると、いつも最後のリラックスお茶タイムでワンドリンクがKlub Japan から 

 

【  第四回 さんぽ会 】 

日時： ８月 ６日（土）・１１時 ～ 

集合場所：Holte 駅（S-tog） 

テーマ：夏だよスペシャル・湖をみながら散策＆ピクニック 

  



サービスされるのには、こんな理由が 

あるです。 

今後更に、さんぽ会を安定＆充実  

したものにしてゆくために、改善点も  

幾つかあります。たとえば参加人数  

の安定化。参加者は、多くても少な                                                                                                             

くてもそれなりに良いものですが、やは

り少なすぎると淋しいので、ご家族や

親しいご友人なら会員でなくとも同伴

していただけることにしました。また、夏

以降は少し長期の「散歩会の予定」

を皆様に発信し、お忙しい方々も前 

もってスケジュールを合わせることが可能なようにしてゆきたいと考えています。また、散歩会の一環として、散歩がメインでな

く見学や鑑賞がメインの企画、例えば美術館や観光地の訪問ツアーで歩行距離が少ないもの、お弁当付きの企画など

も、これからは入れてゆく予定です。夏の良い季節は月一回、冬季は二か月に一回ペースで、ますます内容を充実させて

運営してゆく予定ですので、これからも会員の皆様のさらなるご参加とご協力、そして楽しいフィードバックをよろしくお願い

いたします。  
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この日３つ目の橋の上で皆でにっこり。第三回さんぽ会より 

Klub Japan からの お知らせ 

第６回クラブジャパン交流の集い                                 

日時： 9月25日（日曜日） 13時～16時30分 

場所： Valby Kulturhus, Valgårdsvej 4-8, 2500 Valby 3階2号会議室 

今回も日本の歌に加え 「デンマークの老後について」「写真上映会」など、盛りだくさんの内容です。 

詳しくは、メール配信される交流の集いの案内状、又は Klub Japanのホームページをご覧ください。 

●  Klub Japan の記事が、Ensomme Gamles Værn のニュースレターに、載りました！ 

EGV に招待された観劇ツアー（６月４日）の事とKlub Japan の主旨た活動について、書かれています。   

リンクは、以下の通り。    http://www.egv.dk/om-fonden/nyhedsmail/nyhedsmail-2016/

Klub Japan では、随時会員を募集しています。   電話： +45  22 59  66 61  

ホームページ www. Klubjapan.dk                   メール ：klubjapan@gmail.com 

http://www.egv.dk/om-fonden/nyhedsmail/nyhedsmail-2016/nyhedsmail-juni-2016.aspx

